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生体化学反応における触媒である酵素生体化学反応における触媒である酵素

基質特異性基質特異性
特定化学反応のみで触媒作用
（活性中心の基質選別機構：（活性中心の基質選別機構：
鍵と鍵穴関係に類似）

最適条件
○最適温度
動物37度、高温菌80度前後
○最適pH
細胞内酵素~7 4 ペプシン2 0細胞内酵素~7.4、ペプシン2.0



酵素の反応速度論酵素の反応速度論

V0: 反応初速度Vmax [S]
Vmax: 最大反応速度
Km:ミカエリス定数

V0 = Km +  [S]
Vmax [S]

ミカエリス・メンテン式

Km: 反応速度がVmax/2になる基質濃度



酵素反応の阻害酵素反応の阻害

競合阻害： Kmが上昇
非競合阻害： Vmaxが低下
不競合阻害 K が見かけ上低下 V が低下不競合阻害： Kmが見かけ上低下、Vmaxが低下



酵素の分類酵素の分類

酵素番号(enzyme code)による分類( y )



補酵素とビタミン補酵素とビタミン





代謝の基礎知識

異化：生体成分の酸化的分解反応
ネルギ （ ）と還元力（ や など)を産生する

A B C D E F
高分子化合物 低分子化合物

ATPH2O CO2+NADH

⇒エネルギー（ATP）と還元力（NADHやFADH2など)を産生する

A B C D E F
ADPPi NAD+

NADPHATP

ADP アセチルCoA
C’ E’D”CO2+NADP

ADP アセチルCoA

CoA
同化：生体成分の還元的生合成同化：生体成分の還元的生合成
⇒エネルギー（ATP）と還元力（NADPHや還元型葉酸など）を消費する

代謝系の酵素調節代謝系の酵素調節代謝系の酵素調節代謝系の酵素調節
1)アロステリック調節 （フィードバック調節）
2)酵素リン酸化による活性調節 （基質サイクルによる調節を含む）
3)遺伝子転写変動による酵素量調節



糖質代謝の概要 解糖系糖質代謝 概要 解糖系



クエン酸回路 電子伝達系ク ン酸回路 電子伝達系

NADH+H+ → 3ATP
FADH2 → 2ATPFADH2 → 2ATP



嫌気呼吸による糖代謝嫌気呼吸による糖代謝

○アルコール発酵

○乳酸発酵（運動時 筋細胞）○乳酸発酵（運動時の筋細胞）

ブドウ糖１分子当たり、
好気呼吸：38 ATP/GTP好気呼吸：38 ATP/GTP
嫌気呼吸：2 ATP が生産される



ペント スリン酸回路ペントースリン酸回路

○ペントース（五単糖）
→核酸(DNA RNA)合成→核酸(DNA, RNA)合成

○NADPH
脂 など 成→脂質など還元的生合成



アルコール脱水素酵素



ヘキソキナーゼヘキソキナーゼ


